
学校番号 ４０１ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語科 科目 古典 B 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 精選古典 B 改訂版 大修館書店 

副教材等 

・新成古文大学入学共通テスト対策版（尚文出版） 

・読み･解き･覚える日本文学史必携(第一学習社)  ・最新国語便覧（浜島書店） 

・読解のための必修古典文法改訂版・準拠ノート（文英堂） 

・読んで見て覚える重要古文単語３１５三訂版（桐原書店） 

・漢文メソッド１故事成語に学ぶ基本句法・基本セミナー漢文入門（浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生では古典が一つの科目として独立して扱われます。古文や漢文の世界を楽しみ 、いにしえの

人々のものの見方・考え方を学び、現代人との違いや今も変わらない部分を知ることで、自分自身の

ものの見方考え方を深めてください。   

 ・１年生では用言・助動詞を中心に文法を学びました。学んだ内容の定着を目指すとともに２年生で

はさらに残りの助動詞や敬語法を学びます。しっかり理解してください。 

 ・文学史や古語についても計画的に自学自習をすすめていきましょう。 

 ・２年生ではできる人はさらに進めて、できる範囲で自分なりの口語訳をしてみましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

・古語の基本的な語彙を理解し、古文の大筋の意味をつかむことができる。 

・助動詞の接続・活用型・意味を覚え、口語訳に役立てることができる。 

・敬語について学び、登場人物の人間関係について理解する。 

・古典の作品を通じていろんな考え方・感じ方に触れ、自らが物事を考えていくための手がかりとする。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

 

観点 

 

ａ関心・意欲・態度 

 

ｄ読む能力 

 

ｅ知識・理解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

観点の趣旨 

 

 

 

 

 

古典を読む力を進んで
高めるとともに、古典に
ついての理解や関心を
深めようとしている。 

 

 

古典を読んで思想や感情
などを的確に捉えたり、
その価値を考察したりし
て、自分の考えを深め、
発展させている。 

 

伝統的な言語文化及び言葉の
特徴やきまりなどの理解を深
め知識を身につけている。 

 

 

主たる評価方法 

 

 

・行動の観察 

・ノート・プリント等 

 

・記述の確認及び分析 

・発表内容の分析 

 

・行動の観察 

・記述の確認 

 

 

 の点検 

 

・定期考査 

 

・小テスト 

・定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 

学 

期 

 

単 

元 

名 

 

学習内容 

 

 

 

主な評価の観点 

 

単元（題材）の主な評価基準 

 

 

 

主な評価方法   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ関 

 

ｄ読 

 

ｅ知 

 

１ 

 

 

 

学 

 

 

 

期 

 

 

 

 

説
話
・ 

随
筆 

十訓抄 

 

方丈記 

 行く川の流れ 

徒然草 

○  

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

ａｄｅ歴史上実在人物への関心を持たせ

る。話の構成や展開を把握し、登場人

の行動や心情を読み味わう。 

ｅ有名な和歌を含む説話を読んで、和歌 
説話の特質を考える。 

ｄｅ無常観とその時代背景について理解
する。 

ｄ対句を用いた流麗な文章の構成をとら
える。 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 

 

 

故
事
成
語 

 

 

助長 

 

知音 

 

糟糠の妻 

 

 ○ 

 

 

 

 

 

○          

 

○ 

 

 

 

 

 

ａｄ比較的短い文章を読んで漢文に親し

みを持ち、話の内容を理解する。 

ａｄｅ・故事や寓話にこめられた古代中

国人のものの見方・考え方を味わう。 

ｄ本文を訓点に従って正しく読み、書き

下し文に改める。 

ｄｅ句形の読みと意味とについて理解

し、それに即して口語訳をする。 

ａｄｅ故事成語の由来を正確に理解し、
現代における故事成語の使い方を習得す
る。 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

 

 

史

伝 

 

鴻門の会 

 

項王の最期 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

ｅ中国における歴史書と歴史の記録につ

いて、その特徴を知る。 

ｅ文章の内容を構成や展開に即して的確

に捉える。 

ｄｅ文章の表現上の特色を理解する。 

ｄ本文を訓点に従って正しく読み、書き

下し文に改める。 

ｄｅ句形の読みと意味とについて理解

し、それに即して口語訳をする。 

ａｄｅ作品の内容・文章表現を理解し、
自己の思考と表現力を高める 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 

 

随
筆 

 

枕草子 

二月つごもりごろに 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

ｄｅ自然や社会などに対する作者の思想や

感情を読み取る。 

ａｅ敬語について理解し、口語訳に適切に

生かせるよう取り組む。 

ｄｅ助動詞について、意味・用法を理解す

る。 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 

 

物
語 

 

源氏物語 

桐壺・若紫 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

ａｄ長編物語の展開を把握し、登場人物の

人間 関係・行動や心情を理解し、読み味

わう。 

ａｄ登場人物の心理をとらえる。 

ａｄストーリーを予測しながら自分で口
語訳を進めていく。 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 



 

 

 

 

３ 

 

 

学 

 

 

期 

 

 

 

和
歌  

 

万葉集 

古今集 

新古今集 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

ａｅ和歌の技法について理解する 

ｄ和歌の描く世界を的確にとらえ、和歌

に込められた思想や感情を読み取る。 

ａｄ行動の観察 

ｅノート点検 

  指名音読 

ｄｅ定期考査 

 

軍
記
物
語 

 

平家物語 

 

 能登殿の最期 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

ａｄｅ軍記物語の構成や展開を把握し、登

場人物の行動や心情を読み味わう。 

ａｄ表現上の特色を理解し、優れた表現に

親しむ。 

ｄｅ音便や挿入句といった、語り物の特色

について理解する。 

ｄｅ助動詞について、意味・用法を理解す

る。 

 

ａｄ行動の観察 

ｅ プリント・   
ノートの点検 

ｄｅ定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   ｄ読む能力  ｅ知識・理解 

 

 


